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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年10月28日(2021.10.28)

【公表番号】特表2020-536874(P2020-536874A)
【公表日】令和2年12月17日(2020.12.17)
【年通号数】公開・登録公報2020-051
【出願番号】特願2020-519353(P2020-519353)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 203/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 247/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 233/20     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 317/28     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 271/58     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 305/24     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 247/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 233/32     (2006.01)
   Ｃ０７Ｆ   9/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   5/06     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/31     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  203/04     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  247/12     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  233/20     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  317/28     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  271/58     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  305/24     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  247/10     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  233/32     　　　　
   Ｃ０７Ｆ    9/09     　　　Ｋ
   Ｃ０７Ｋ    5/06     ＺＮＡ　
   Ｃ１２Ｎ   15/31     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年9月14日(2021.9.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式ＩＩを満たす構造を有するプローブ
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【化１】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（式中、
　ＥＲＧは、存在する場合、
【化２】

Ｓ（Ｏ）２ＯＨ、もしくはこれらのアニオン型；Ｐ（Ｏ（ＯＨ））２、もしくはこれらの
アニオン型；ハロゲン；または－ＯＰｈ－ＣＨ２－ＯＮＯ２である；
　ＥＢＧは、式ＩＩＡＥＢＧ～ＩＩＪＥＢＧの１つまたは複数を満たす構造を有する
【化３】

  　 
　（式中、ＹはＣＨ３またはＣＦ３である；Ｙ’はＯ、ＮＯ２、または－Ｎ＝ＮＲ’’で
あり、Ｒ’’は色素または他のレポーティング部位である；ｍは０～５から選択される整
数である；Ｒ’はアルデヒド、ケトン、エステル、カルボン酸、アシル、ハロゲン化アシ
ル、シアノ、スルホン酸、ニトロ、ニトロソ、第４級アミン、ＣＦ３、ハロゲン化アルキ
ル、またはそれらの組み合わせから選択される）；
　Ｌｉｎｋｅｒａには、脂肪族基、ヘテロ脂肪族基、芳香族基、脂肪族－芳香族基、ヘテ
ロ脂肪族－芳香族基、ヘテロ芳香族基、脂肪族－ヘテロ芳香族基、またはヘテロ脂肪族－
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ヘテロ芳香族基が含まれる；
　Ｌｉｎｋｅｒｂ、およびＬｉｎｋｅｒの各々には、存在する場合、独立して脂肪族基、
ヘテロ脂肪族基、芳香族基、脂肪族－芳香族基、ヘテロ脂肪族－芳香族基、ヘテロ芳香族
基、脂肪族－ヘテロ芳香族基、またはヘテロ脂肪族－ヘテロ芳香族基が含まれる；
　Ｒは、存在する場合、カルバメートまたはカーボネートを含む基である；
　各Ｔａｇは、存在する場合、独立して、検出可能なシグナルを発生させることができる
官能基または分子を含む；
　各ｐＴａｇは、Ｔａｇが存在しない場合に存在し、独立して、クリック可能な官能基を
含む；
　ｎ、ｍ、ｐ、およびｑの各々は独立して０または１である）。
【請求項２】
　Ｌｉｎｋｅｒａが、式ＩＩＡＬｉｎｋｅｒａ～ＩＩＨＬｉｎｋｅｒａの１つまたは複数
を満たす構造を有するリンカー基である、請求項１に記載のプローブ
【化４】

     　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 
（式中、各ｎ’は独立して１～５０の整数である；Ｚは酸素またはＮＲ’’’であり、Ｒ
’’’は水素、脂肪族、または芳香族である；Ｑは炭素、酸素またはＮＲ’’’であり、
Ｒ’’’は水素、脂肪族、または芳香族である）。
【請求項３】
　Ｌｉｎｋｅｒｂが存在し、ｎ’が１～５０の整数である－（ＣＨ２）ｎ’－基；アミド
基；またはそれらの組み合わせを含む、請求項１または２に記載のプローブ。
【請求項４】
　Ｌｉｎｋｅｒｃが存在し、式ＩＩＡＬｉｎｋｅｒｃまたは式ＩＩＢＬｉｎｋｅｒｃを満
たす構造を有する、請求項１～３のいずれか一項に記載のプローブ
【化５】

  　 
（式中、ｎ’は０～５０の整数である；Ｚは酸素またはＮＲ’’’であり、Ｒ’’’は水



(4) JP 2020-536874 A5 2021.10.28

素、脂肪族、または芳香族である）。
【請求項５】
　Ｒが存在し、１つまたは複数の式ＩＩＡＲ～ＩＩＣＲを満たす構造を有する、請求項１
～４のいずれか一項に記載のプローブ
【化６】

  　 
（式中、ＺおよびＺ’は独立して酸素またはＮＲ’’’であり、Ｒ’’’は水素、脂肪族
、または芳香族である；ｎ’は０～５０の整数である）。
【請求項６】
　（ｉ）１つまたは複数のＴａｇが存在し、各Ｔａｇが独立してフルオロフォア、アフィ
ニティベースの結合ペアの結合パートナー、量子ドット、または色素である、ここで、任
意に１つまたは複数のＴａｇが独立してローダミン、フルオレセイン、またはビオチンで
ある；および／または
　（ｉｉ）１つまたは複数のｐＴａｇが存在し、各ｐＴａｇが独立してアジドまたはアル
キンである、
請求項１～５のいずれか一項に記載のプローブ。
【請求項７】
　前記化合物が式ＩＩＩＡを満たす構造を有する、請求項１に記載のプローブ

【化７】

【請求項８】
　前記ＥＲＧが存在し、前記ＥＲＧがヨード；－ＯＰｈ－ＣＨ２－ＯＮＯ２；または
【化８】

である、請求項７に記載のプローブ。
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【請求項９】
　Ｌｉｎｋｅｒａがエステル基、－Ｏ（ＣＨ２）ｎ’ＮＲ’’’Ｃ（Ｏ）（ＣＨ２）ｎ’

－基、または－（ＣＨ２）ｎ’－基であって、各ｎ’が独立して１～２０の整数であり、
Ｒ’’’が水素、脂肪族、または芳香族である、請求項７または８に記載のプローブ。
【請求項１０】
　ｍが１であり、Ｌｉｎｋｅｒｃが－ＮＲ’’’Ｃ（Ｏ）（ＣＨ２）ｎ’－基または－Ｎ
Ｒ’’’Ｃ（Ｏ）ＣＨ２［Ｏ（ＣＨ２）２］ｎ’ＯＣＨ２－基であって、各ｎ’が独立し
て１～２０の整数であり、Ｒ’’’が水素、脂肪族、または芳香族である、請求項７～９
のいずれか一項に記載のプローブ。
【請求項１１】
　ｍが１であり、各Ｔａｇが、存在する場合、独立してフルオロフォア、アフィニティベ
ースの結合ペアの結合パートナー、量子ドット、または色素であるか；ｐＴａｇ基が存在
する場合、各ｐＴａｇが独立してアルキンまたはアジドである、請求項７～１０のいずれ
か一項に記載のプローブ。
【請求項１２】
　以下から選択されるプローブ
【化９】
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【請求項１３】
　以下の工程を含む、方法：
　被験体または試料を、請求項１～１２のいずれか一項に記載のプローブに、前記プロー
ブが異物代謝に関与する酵素と結合してプローブ－酵素コンジュゲートを形成するのに十
分な時間さらす工程と；
　前記プローブ－酵素コンジュゲートを、蛍光検出法、比色検出法、質量分析法、または
それらの組み合わせを使用して分析する工程、
　ここで、任意にさらに以下の少なくとも１つを含む：
　前記プローブ－酵素コンジュゲートをＴａｇ含有化合物にさらし、Ｔａｇ部位を含むプ
ローブ－酵素コンジュゲートを形成する工程；
　前記プローブを光源にさらす工程；および／または
　前記被験体から被験体試料を抽出する工程と、前記被験体試料を、蛍光検出法、比色検
出法、質量分析法、またはそれらの組み合わせを使用して分析する工程。
【請求項１４】
　前記プローブが以下から選択される、請求項１３に記載の方法
【化１０】
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【請求項１５】
　以下を含む、アッセイプラットフォーム：
　基板と；
　前記基板に共有結合している、請求項１～１２のいずれか一項に記載のプローブ。
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